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第１ 監査の基準 
 
 南小国町監査基準に準拠して実施した。 
 
 
第２ 監査の種類 
 
 地方自治法第１９９条第４項に基づく定期監査 
 
 
第３ 監査の対象 
 
 令和４年度の事務執行について、町長事務部局をはじめ全部局の監査を実施

した。 
 
 
第４ 監査の着眼点 
 
 （１）財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理が法令に適合し、正

確で、最少の経費で最大の効果を挙げるようにし、その組織及び運営の合

理化に努めているか。 
（２）事務の執行が法令に適合し、正確で、最少の経費で最大の効果を挙げる

ようにし、その組織及び運営の合理化に努めているか。 
 
 
第５ 監査の期間及び方法 
 
 令和５年１月３１日から３月１５日までの日程で、令和４年度（令和５年１月

１日現在）における町の予算執行状況、事務の執行状況、物品等の管理状況、工

事の進捗状況、公用車の管理状況、収入金の滞納状況等について、事前に提出を

求めた監査資料及び関係諸帳簿類等を審査し、各課局長ならびに必要に応じて

担当者からの説明を求め監査を行った。 
 また、小中学校並びに保育園についても、現地に出向き施設の現状を確認した。 
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第６ 監査の日程及び実施場所 
 

月日（曜日） 開始時刻 部署 係 場所 

１月３１日（火） 
10：00 南小国中学校  南小国中 

13：30 
福祉課 

（一般、特別会計） 
福祉係 

議員控室 
保育児童係 

２月 ２日（木） 

9：30 教育委員会事務局 
学校教育係 

議員控室 
社会教育係 

13：30 給食センター  
議員控室 

給食センター 

２月 ３日（金） 10：00 市原小学校  市原小学校 

２月 ６日（月） 
10：00 りんどうヶ丘小学校 

 
りんどうヶ丘小 

13：30 市原保育園 市原保育園 

２月 ７日（火） 
9：30 総務課 

総務係 
議員控室 財政係 

管財係 

13：30 町民課 
戸籍住民係 

議員控室 
保健衛生係 

２月 ８日（水） 

9：30 税務課 
税務係 

議員控室 徴収係 
地籍係 

11：30 会計室  議員控室 

13：30 農林課 
農政係 

議員控室 
林政係 

２月 ９日（火） 
10：00 中原小学校 

 
中原小学校 

13：30 中原保育園 中原保育園 

２月１０日（金） 
9：30 まちづくり課 

企画商工観光係 
議員控室 

広報情報係 
13：30 黒川保育園  黒川保育園 

２月１４日（火） 
9：30 

建設課 

土木係 

議員控室 
水道住宅係 

13：30 
土木係 

水道住宅係 
３月１５日（水） 11：00 議会事務局  議員控室 
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第７ 監査の項目 
 

① 職員配置及び事務分掌調書 
② 補助金交付調書 
③ 執行状況に関する調べ（歳入） 
④ 執行状況に関する調べ（歳出） 
⑤ 工事進捗状況調書 
⑥ 公用車両等の状況調書 
⑦ 委託料に関する状況調書（今年度新規項目） 
⑧ 滞納状況一覧表（現年度、過年度毎） 
⑨ 各課局で保管している通帳・現金の管理状況 
 
収入状況、支出状況については、例月現金出納検査終了後に毎月実施して

いる伝票監査にて適宜監査を実施している。 
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第８ 監査の結果及び意見 
 
各課・局の調査結果では、一部の年度末支払いを除き、現時点での予算執行状

況は全体的に概ね順調である。その中から今回の定期監査について報告する。 
 
①事務分掌 

昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染症に関連する様々な施策が行わ

れており、業務量も増加している状況にある。災害関連業務も本年度大きな災

害の発生が無かったものの、令和２年７月豪雨災害の影響は現在も大きく、従

事する職員の業務負担が現在も残っていると思われる。職員の健康管理にはよ

り一層注意を払っていただきたい。 
全国的に不足となっている保育士については、本年度も採用試験が行われた

が採用には至っていない状況である。引き続き、保育士の確保に向けて尽力い

ただきたい。 
包括支援センターについては、来年度から社会福祉士１名の採用が決定し、

１月から会計年度任用職員として業務に従事している。ただ、本年度末に２名

の会計年度任用職員の退職が予定されており、町民課や社会福祉協議会と連携

のもと業務に支障のないように配慮願いたい。 
 

②補助金の執行状況 
  一昨年度、昨年度に引き続き、コロナ禍で各種団体の活動ができない状況が

続いており、複数の団体が補助金の支出が全くない状況となっている 
  コロナ対策や経済対策として、「飼料・燃料費高騰対策補助金」、「南小国町

『観光』商品券発行事業補助金」が繰越事業となっており、改めて事業の周知

等積極的な活用と適正な執行を望む。 
未実施や一部実施できない事業については、担当課において現状を把握し、

精算時の確認をより注意深く行っていただきたい。 
 
③収入状況 

町税全般（税務課）の収入状況では、収入済額・収納率共に前年度を上回っ

ている状況である。徴収業務において、平成２５年度に徴収係を設置し、徴収

の強化・滞納処分を進めた結果、令和４年度の当初の滞納繰越額は、取組開始

時の３分の１以下まで縮小されている。本年度の取組として、預貯金等差押 34
件（995,695 円）、給与差押３件（245,700 円）、その他８件（380,645 円）計

1,622,040 円と成果が表れている。 
町税をはじめ水道使用料・農業集落排水使用料・公共下水道使用料・町営住

宅家賃・ケーブルテレビ使用料・保育料・各種保険料・奨学金において過年度
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滞納が生じている。上記でも述べたが税務課徴収係の設置及び債権管理条例の

制定以降、関係各課が連携しあって徴収を行っていることに伴い、過年度の滞

納額は年々減少している。 
税等で徴収が不可能と思われるものについて、適切に不納欠損の取り扱いが

なされているか、不公平のないような事務手続きを希望する。 
滞納者本人への連絡がつかないものについて、家族などから連絡先などの情

報収集をすることによって、実際に過年度分の収納に繋がった事例も発生して

いるようである。口座振替利用者において、残高不足により引き落としができ

なかった際、その都度対象者に接触するなど、少額の滞納額が少しずつ増えて

いかないようにする取り組みなども引き続き強化していただきたい。いずれに

せよ、今後も積極的な徴収業務を行っていただきたい。 
上下水道の４つの特別会計については、国の方針により令和６年４月からの

地方公営企業法の適用（公営企業会計化）に向けて、外部に委託し着々と準備

が進められている。特に簡易水道事業においては、新水源地の確保や水道施設・

管路の更新等多額の設備投資が必要となってくる。より独立性が求められるこ

とから将来は水道料金の見直しも避けられないと思われる。その場合も利用者

の過度の負担とならないよう、適切な時期の段階的な改定を検討いただきたい。 
昨年度より私会計から公会計となった給食費については、初年度にも関わら

ず現時点でかなりの滞納が発生している。福祉課等との連携のもと過年度滞納

とならないように滞納徴収に努めていただきたい。 
ふるさと納税については、令和２年度は９億９千万円、令和３年度は９億７

千万円と１０億円近い収入となっており、令和４年度はさらに上積みされ１０

億円を超える見込みとなっている。主な使い道は夢チャレンジ補助金、小中学

校備品購入、住民自治組織活性化補助金などで、基金として積み立てて、様々

な事業に充当されている。しかしながら次年度以降の納税額の推移が気になる

ところであり、今後も納税額の維持につながるような新たな返礼品の開発にも

期待したい。 
調定について、歳入が見込めるものは当初から計上すべきであり、収入があ

るにもかかわらず調定が未計上であったり、調定額よりも収入済額が多い科目

が例年同様多々見受けられた。一昨年度・昨年度と続けて報告書にも記載し、

改善を指摘したが、未だ改められていない。毎月発送するような使用料などは

その都度調定すべきであり、調定の仕方そのものの見直しを各担当課において

今一度行っていただきたい。更には、各課・局において、監査受験前の資料の

確認を徹底し、正しい調定額による監査の受験を望む。 
 
④備品の管理 

備品については、総務課にて一括して概ね適切に管理されている。備品台帳
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についても、電算上での管理のみならず、紙ベースでの保管もできていた。 
ただし、各学校並びに保育園では、まだ手書きの台帳で管理しているところ

も見受けられた。今後の管理体制について、学校並びに保育園でそれぞれデー

タベース化し統一するなど、見直すべきではないか。 
 
⑤公用車の管理 

公用車の利用状況は概ね適正に管理されている。各車両の運行日誌について

は、昨年指摘した課において改善がみられた。本年度、建設課土木係管理の普

通貨物自動車１台、総務課管財係管理の軽貨物自動車２台が更新されており、

業務の効率化、利便性の向上に寄与している。昨年度より各課の利用状況をシ

ステムに入力することにより、空き時間の有効活用が進められているようであ

る。年式の古い車も見受けられるので、車両の更新計画を立て、利用目的や使

用状況などを考慮し、経済的・環境的に良好な公用車への定期的な入れ替えを

行っていただきたい。 
 

⑥工事関係 
本年度においても、建設課関係で令和２年７月豪雨災害関連工事を中心に事

業が進められている。現年分５７件が契約済（土地改良事業２件、林道維持３

件、道路維持１０件、道路改良２件、道路舗装４件、河川維持１件、農地災害

８件、農業用施設災害１２件、公共土木施設災害１０件、応急災害１件、特別

会計４件）うち２５件が完了、繰越分は６５件が契約済（土地改良事業１件、

林道維持１件、道路改良３件、道路舗装１件、河川維持１件、住宅管理１件、

農地災害４件、農業用施設災害８件、公共土木施設災害４５件）、うち４４件

が完了となっている。今後発注予定で未契約分は１３件（土地改良事業１件、

道路維持１件、道路改良２件、河川維持１件、農地・農業用施設災害１件、農

業用施設災害３件、公共土木施設災害３件、特別会計１件）となっており、こ

れから年度末にに向けて、工事精算業務、検査業務、繰越手続等に追われると

思うが職員の健康管理に留意し、早期の工事完了に向けて尽力いただきたい。

また、事故繰越で廃工案件が１件あった。今後このようなことが無いように適

切な事業の執行に努めていただきたい。 
 
⑦保育園関係 

昨年度、一部現地調査ができなかったが、本年度は３園とも現地（保育園）

にて、定期監査を実施することができた。 
各保育園の職務分担表を基に、保育園の現状報告をしていただいた。その後、

給食関係の出納簿や備品台帳等を見て、概ね適正に整備されていることを確認

した。園児数ついては市原保育園、黒川保育園は微増、若しくは横ばい傾向で 
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 中原保育園は減少傾向にあるとのことだった。 
昨年度指摘した白消し（修正テープ）を用いた訂正は、訂正印を用いた手法

に改善がなされていた。現在の給食においては、個別にアレルギー対応や一部

離乳食対応も実施しているとのことで、現場の調理員の先生方の苦労がうかが

える。 
昨年度県の監査により指摘のあった早番と遅番の２名体制については、各園

ごとに状況は異なるが、先生方の協力のもと時間外勤務や通し勤務で対応でき

ているとのことだった。 
園庭の整備や遊具については、専門の業者に委託し定期的に点検・確認され

ている。今後も園児の安全対策には、充分注意していただきたい。 
一部補修が必要な箇所（フェンスの破損、支柱の塗り替え等）も見られたの

で、適切な対応を望む。 
各園ごとの行事等については新型コロナウイルス感染症防止対策により、規

模縮小や参加者を限定したりと影響を受ける部分も見られたが、保育園や先生

方の工夫により概ね実施できているとのことだった。 
発熱等があった場合の園児への対応については、園毎に簡易スペースの確保

や保護者へお迎え連絡の徹底等で対応しており、感染防止対策がとられていた。 
登園時の出欠確認については、保護者から連絡も無く、一定の時間に登園が

出来てなければ、保育園側から確認の連絡を徹底しているとのことだった。 
 
⑧学校関係 

今年度も各学校に出向いて監査を実施した。出納簿や備品台帳を見せていた

だき、学校事務の先生方が適正に整備されていることを確認した。 
各学校では、それぞれの学校経営案により適切な運営が行われており、それ

ぞれの特色が表れた教育がなされていた。毎年度実施されている学力調査にお

いても、全国並びに熊本県の平均を上回っており、その成果が表れたものと思

われる。各種行事等も概ね実施できているとのことだった。 
一人一台整備されたタブレットは、リモート授業や持ち帰っての学習等に有効

に活用されており、導入の成果が表れている。  
図書室の利用については、各学校において利用頻度の差あるが、朝の読書の

時間を設けたり、それぞれの授業と絡めたりなど、町職員である司書のアイデ

アにより、読書に触れ合う機会を増やそうとする取り組みなど積極的な利活用

が見られた。 
各学校に目立ったいじめ案件や困難事例などはなかったようだが、昨年度同

様一部不登校気味の児童・生徒もいるようである。適宜アンケートを実施し、

把握できたものはその都度先生が対応し解消している。日頃から児童・生徒に

対して適切な指導がなされている結果と思われる。今後もそれぞれの教育目標
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に向かって努力していただきたい。 
先生方の働き方改革については、昨年同様、教頭先生や教務主任、複式学級

を受け持つ先生などに、やや時間外勤務が多く見受けられているようである。  
  各学校において、先生方に過度な負担とならないように、年休等の取得の推 
奨や取りやすい環境づくりをこころがけており、先生方もメリハリをつけて 
勤務されているとのことであった。ただ休職されている先生もいるとのこと 
で、子ども達の教育環境に影響がないようにお願いしたい。 
次に、各学校の施設の状況について、聞き取りや実地確認した結果は以下の

とおりである。 
南小国中学校は、昨年指摘した体育館の山側からの出入り口の雨漏り修理が

完全に直っておらず、原因究明を望む。体育館や校舎の一部（旧パソコン室、

多目的室）でも同様の雨漏りが見られたので、併せて適切な対応をお願いした

い。 
中原小学校では、昨年指摘した校舎裏の山林の支障木伐採が行われており、

防災面・環境面の向上が図られていた。ただ遊具の一部（すべり台）に使用禁

止の張り紙が見られたので、改善願いたい。 
市原小学校では、令和５年度に体育館の大規模改修工事（雨漏り対策）が実

施されるとのことである。昨年指摘した体育館までの渡り廊下の人工芝の補修

が未実施となっており、ケガをする危険性もあるので、体育館改修に併せて適

切な対応をお願いしたい。また、校舎３階の水道の水圧不足については、原因

究明を望む。 
りんどうヶ丘小学校は、市原小学校同様に懸案となっていた体育館の大規模

改修工事（雨漏り対策）が令和５年度に予定されている。校舎の洗面所につい

て、屋外設置のため、冬場の凍結で支障を来たしているようである。優先順位、

時期等を考慮の上、改修計画を立ててはどうかと思う。  
いずれの施設も、耐震化はなされているものの、今後も老朽化・長寿命化対

策は必要になってくるといえる。教育の更なる充実のためにも、優先順位をつ

け、施設の計画的な改修を進めていただきたい。 
 
⑨その他 

給食センターについては、搬入口の屋根（庇部分）の腐食や敷地内のフェン 
スに補修が必要な箇所が見られた。また敷地内の立木の枯れ枝が給食センター

の屋根に落下する危険性があり、いずれも早急な対応が必要と思われる。 
入居していない教職員住宅の活用については、既に黒川教職員住宅１戸を農

林課所管の農林業担い手住宅へ所管移転がなされれいるが、残り２戸も移管さ

れるということであり、さらに今後の有効活用が期待される。教職員住宅につ

いては、他にも活用できていない住宅があると思われるので、今後の利活用に
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ついて、再検討をして欲しい。 
 昨年度から各課にて管理している現金及び通帳について聞き取りを行って

おり、金庫の購入を行い対策を講じている課・局もあったが、管理状況に大き

な変化は見られなかった。昨年も同様の指摘をさせていただいたが、そもそも

職員が管理すべきものであるか、今一度各課局で内容を精査し、見直し等の検

討を図っていただきたい。 
  今年度から委託料に関する状況調書の提出を求めたが、委託料の算定方法 
は適正であるか、委託先の選定方法は適正であるか、委託契約の方法及びその 
内容は適正であるかについて各課・局において再度検討いただきたい。 
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第９ 町の組織図 
 
 町の組織及び職員の人員配置は、以下のとおりである。 

 

パート フル

議会事務局 1 1

会計室 (税務課長) 1 1

総務係 1 2 4

1 2 財政係 1 1

管財係 (審議員) 1 1

企画商工観光係 1 3

広報情報係 1 4 2

戸籍住民係 1 2 3

保健衛生係 1 4 2

福祉係 1 2 5

包括支援センター

保育児童係 (審議員) 2

市原保育園 1 4 11 5

中原保育園 (審議員) 1 3 1

黒川保育園 1 2 3 3

税務係 1 2 1

1 1 徴収係 1

地籍係 1 1 1

農政係 1 3 1

林務係 1

土木係 1 4

水道住宅係 (審議員) 3 1

社会教育係 (審議員) 2

学校教育係 1 2 3

南小国中学校 2

市原小学校 2

中原小学校 1

りんどうヶ丘小学校 2

学校給食センター 5

南小国中学校清流寮 3

課・局長 審議員 係長 係員
会計年度任用

総務課

※熊本県庁出向

まちづくり課 1

町民課 1 1

(県職員)

福祉課 1 3

税務課

農林課 1 1

建設課 1 2

教育委員会
事務局

1 3
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第１０ 令和４年度歳入歳出執行状況（令和５年１月１日現在） 

 

（１）一般会計
≪歳入≫

科目名称 予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 収納率
町税 397,955,000 422,420,888 377,683,171 44,737,717 89.4
地方譲与税 80,812,000 49,866,000 49,866,000 0 100.0
利子割交付金 200,000 66,000 66,000 0 100.0
配当割交付金 300,000 666,000 666,000 0 100.0
株式等譲渡所得割
交付金

1,000 0 0 0 0.0

法人事業税交付金 1,500,000 5,032,000 5,032,000 0 100.0
地方消費税交付金 97,000,000 72,910,000 72,910,000 0 100.0
環境性能割交付金 2,873,000 3,020,000 3,020,000 0 100.0
地方特例交付金 815,000 815,000 815,000 0 100.0
地方交付税 2,044,000,000 2,145,513,000 2,145,513,000 0 100.0
交通安全対策特別
交付金

1,000 0 0 0 0.0

分担金及び負担金 157,097,000 16,933,155 14,618,441 2,314,714 86.3
使用料及び手数料 68,851,000 51,912,695 44,012,808 7,899,887 84.7
国庫支出金 764,309,000 223,889,311 152,643,341 71,245,970 68.1
県支出金 267,466,000 93,694,578 79,141,434 14,553,144 84.4
財産収入 28,017,000 14,529,382 14,210,342 319,040 97.8
寄付金 1,000,900,000 595,602,500 490,980,500 104,622,000 82.4
繰入金 330,670,000 0 0 0 0.0
繰越金 458,531,000 458,531,126 458,531,126 0 100.0
諸収入 54,456,000 37,795,082 11,802,230 25,992,852 31.2
町債 282,422,000 0 0 0 0.0

現年度計 6,038,176,000 4,193,196,717 3,921,511,393 271,685,324 93.5
分担金及び負担金 977,000 550,000 300,000 250,000 54.5
国庫支出金 351,775,000 349,663,000 0 349,663,000 0.0
県支出金 115,772,000 115,573,606 0 115,573,606 0.0
繰越金 178,416,000 178,416,000 178,416,000 0 100.0
町債 65,100,000 0 0 0 0.0

繰越明許計 712,040,000 644,202,606 178,716,000 465,486,606 27.7
分担金及び負担金 266,000 0 0 0 0.0
県支出金 6,210,000 6,210,000 0 6,210,000 0.0
繰越金 7,818,000 7,813,000 7,813,000 0 100.0

事故繰越計 14,294,000 14,023,000 7,813,000 6,210,000 55.7

合計 6,764,510,000 4,851,422,323 4,108,040,393 743,381,930 84.7
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≪歳出≫

科目名称 予算現額
支出負担
行為済額

支出済額 予算残額 執行率

議会費 62,508,000 49,563,245 48,472,685 14,035,315 77.5
総務費 2,040,594,000 924,624,460 703,783,571 1,336,810,429 34.4
民生費 799,901,000 487,592,683 442,388,763 357,512,237 55.3
衛生費 720,815,000 310,043,200 243,334,646 477,480,354 33.7
農林水産業費 463,253,000 339,498,191 170,085,869 293,167,131 36.7
商工費 267,607,000 240,704,396 192,144,550 75,462,450 71.8
土木費 336,527,000 150,467,481 120,572,995 215,954,005 35.8
消防費 145,414,000 132,761,809 108,575,664 36,838,336 74.6
教育費 300,943,000 228,278,241 181,373,293 119,569,707 60.2
災害復旧費 504,426,000 170,343,035 47,170,035 457,255,965 9.3
公債費 381,188,000 189,232,112 189,232,112 191,955,888 49.6
予備費 15,000,000 0 0 15,000,000 0.0

現年度計 6,038,176,000 3,223,108,853 2,447,134,183 3,591,041,817 40.5
総務費 89,632,000 79,388,630 23,630,979 66,001,021 26.3
農林水産業費 18,666,000 16,634,819 10,548,819 8,117,181 56.5
商工費 16,623,000 16,160,232 16,160,232 462,768 97.2
土木費 108,794,000 105,793,522 91,043,297 17,750,703 83.6
災害復旧費 478,325,000 416,121,266 221,579,022 256,745,978 46.3

繰越明許計 712,040,000 634,098,469 362,962,349 349,077,651 51.0
総務費 1,967,000 1,966,800 0 1,967,000 0.0
農林水産業費 12,322,000 9,020,000 0 12,322,000 0.0

事故繰越計 14,289,000 10,986,800 0 14,289,000 0.0

合計 6,764,505,000 3,868,194,122 2,810,096,532 3,954,408,468 41.5
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≪歳入≫
科目名称 予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 収納率

国民健康保険税 94,615,000 97,832,787 58,591,263 39,241,524 59.8
使用料及び手数料 50,000 50,000 30,100 19,900 60.2
県支出金 414,673,000 316,593,000 316,593,000 0 100.0
財産収入 10,000 2,786 2,786 0 100.0
繰入金 51,031,000 10,274,958 10,274,958 0 100.0
繰越金 13,882,000 13,882,638 13,882,638 0 100.0
諸収入 1,052,000 1,082,385 576,034 506,351 53.2

現年度計 575,313,000 439,718,554 399,950,779 39,767,775 91.0

（２）国民健康保険特別会計

科目名称 予算現額
支出負担
行為済額

支出済額 予算残額 執行率

総務費 4,072,000 3,252,692 2,758,850 1,313,150 67.7
保険給付費 404,528,000 289,837,912 289,837,912 114,690,088 71.6
国民健康保険
事業費納付金

147,325,000 147,322,679 98,218,679 49,106,321 66.6

保健事業費 11,062,000 6,849,487 6,307,246 4,754,754 57.0
基金積立金 6,952,000 2,786 2,786 6,949,214 0.0
諸支出金 1,374,000 5,400 5,400 1,368,600 0.3

現年度計 575,313,000 447,270,956 397,130,873 178,182,127 69.0
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≪歳入≫
科目名称 予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 収納率

水道収入 80,623,000 70,568,025 61,393,605 9,174,420 86.9
分担金及び負担金 257,000 576,800 525,300 51,500 91.0
財産収入 1,000 209 209 0 100.0
繰入金 71,287,000 0 0 0 0.0
繰越金 7,129,000 7,129,137 7,129,137 0 100.0
諸収入 51,000 25,000 25,000 0 100.0
事業収益 0 1,965,100 1,965,100 0 100.0
町債 7,700,000 0 0 0 0.0

現年度計 167,048,000 80,264,271 71,038,351 9,225,920 88.5

（３）水道事業特別会計

≪歳出≫

科目名称 予算現額
支出負担
行為済額

支出済額 予算残額 執行率

水道費 87,478,000 64,707,020 24,661,719 62,816,281 28.1
公債費 69,425,000 34,699,241 34,699,241 34,725,759 49.9
事業費 10,145,000 5,415,000 5,415,000 4,730,000 53.3

現年度計 167,048,000 104,821,261 64,775,960 102,272,040 38.8



- 16 - 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪歳入≫
科目名称 予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 収納率

下水道収入 6,113,000 4,992,470 4,417,300 575,170 88.4
財産収入 1,000 172 172 0 100.0
繰入金 16,492,000 0 0 0 0.0
繰越金 2,370,000 2,370,087 2,370,087 0 100.0
諸収入 968,000 0 0 0 0.0
町債 6,900,000 0 0 0 0.0

現年度計 32,844,000 7,362,729 6,787,559 575,170 92.2

（４）農業集落排水事業特別会計

≪歳出≫

科目名称 予算現額
支出負担
行為済額

支出済額 予算残額 執行率

集落排水費 14,001,000 10,462,057 6,520,586 7,480,414 46.5
公債費 18,843,000 9,419,292 9,419,292 9,423,708 49.9

現年度計 32,844,000 19,881,349 15,939,878 16,904,122 48.5
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≪歳入≫
科目名称 予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 収納率

保険料 104,250,000 74,398,649 70,999,090 3,399,559 95.4
使用料及び手数料 1,000 3,200 3,200 0 100.0
国庫支出金 179,445,000 129,224,772 129,224,772 0 100.0
支払基金交付金 172,198,000 191,709,000 127,813,000 63,896,000 66.6
県支出金 92,581,000 64,000,000 64,000,000 0 100.0
財産収入 1,000 520 520 0 100.0
繰入金 107,536,000 0 0 0 0.0
繰越金 19,007,000 19,006,718 19,006,718 0 100.0
諸収入 3,228,000 1,302,720 1,302,720 0 100.0

現年度計 678,247,000 479,645,579 412,350,020 67,295,559 86.0

（５）介護保険特別会計

≪歳出≫

科目名称 予算現額
支出負担
行為済額

支出済額 予算残額 執行率

総務費 6,168,000 3,445,589 2,489,819 3,678,181 40.3
保険給付費 619,244,000 397,645,280 396,672,447 222,571,553 64.0
基金積立金 11,409,000 520 520 11,408,480 0.0
地域支援事業費 33,628,000 25,291,764 21,015,934 12,612,066 62.4
諸支出金 7,798,000 2,340,090 2,340,090 5,457,910 30.0

現年度計 678,247,000 428,723,243 422,518,810 255,728,190 62.3
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≪歳入≫
科目名称 予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 収納率

分担金及び負担金 550,000 100,000 100,000 0 100.0
使用料及び手数料 8,202,000 6,412,050 5,801,240 610,810 90.4
国庫支出金 1,738,000 0 0 0 0.0
県支出金 155,000 155,000 155,000 0 100.0
繰入金 5,787,000 0 0 0 0.0
繰越金 1,052,000 1,052,779 1,052,779 0 100.0
町債 4,300,000 0 0 0 0.0
財産収入 1,000 95 95 0 100.0
諸収入 1,111,000 0 0 0 0.0

現年度計 22,896,000 7,719,924 7,109,114 610,810 92.1

（６）特定地域生活排水処理事業特別会計

≪歳出≫

科目名称 予算現額
支出負担
行為済額

支出済額 予算残額 執行率

生活排水処理費 19,304,000 13,978,576 6,541,896 12,762,104 33.8
公債費 3,592,000 1,793,530 1,793,530 1,798,470 49.9

現年度計 22,896,000 15,772,106 8,335,426 14,560,574 36.4
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≪歳入≫
科目名称 予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 収納率

下水道収入 29,091,000 24,316,450 21,075,450 3,241,000 86.6
分担金及び負担金 210,000 1,030,000 730,000 300,000 70.8
繰入金 46,831,000 0 0 0 0.0
繰越金 5,648,000 5,648,318 5,648,318 0 100.0
町債 61,400,000 0 0 0 0.0
諸収入 20,000 0 0 0 0.0
財産収入 1,000 597 597 0 100.0

現年度計 143,201,000 30,995,365 27,454,365 3,541,000 88.6

（７）公共下水道事業特別会計

≪歳出≫

科目名称 予算現額
支出負担
行為済額

支出済額 予算残額 執行率

下水道費 39,136,000 30,220,352 16,631,155 22,504,845 42.4
公債費 101,548,000 50,745,415 50,745,415 50,802,585 49.9
事業費 2,517,000 892,200 892,200 1,624,800 35.4

現年度計 143,201,000 81,857,967 68,268,770 74,932,230 47.7
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≪歳入≫
科目名称 予算現額 調定額 収入済額 収入未済額 収納率

後期高齢者医療
保険料

43,720,000 33,437,730 27,810,830 5,626,900 83.1

使用料及び手数料 5,000 3,800 2,700 1,100 71.0
繰入金 21,849,000 0 0 0 0.0
諸収入 3,704,000 2,176,803 2,176,803 0 100.0
繰越金 326,000 325,420 325,420 0 100.0

現年度計 69,604,000 35,943,753 30,315,753 5,628,000 84.3

（８）後期高齢者医療特別会計

≪歳出≫

科目名称 予算現額
支出負担
行為済額

支出済額 予算残額 執行率

総務費 910,000 660,379 660,379 249,621 72.5
後期高齢者医療
広域連合納付金

64,547,000 43,721,000 26,913,341 37,633,659 41.6

保健事業費 3,763,000 2,118,012 2,118,012 1,644,988 56.2
諸支出金 384,000 56,160 56,160 327,840 14.6

現年度計 69,604,000 46,555,551 29,747,892 39,856,108 42.7


